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Disclosure Project News Bulletin - February 20, 2010 

公開プロジェクト臨時広報 - 2010 年 2 月 20 日 
 

 
 

CSETI 調査隊が地球外知性体の写真を初めて撮影 

 

この場面は，スティーブン・グリア博士の監督のもと，2009 年 11 月 17 日にカリフォルニア州ジョシュア

ツリー国立公園で行なわれた CSETI（地球外知性体研究センター）コンタクト・イベント中に撮影され

たものです。 

 

この写真は，恒星間旅行に使われる次元移動技術の驚くべき証拠と，CSETI コンタクト・プロトコルの

有効性を示しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真と計測結果の完全版が，下記にあります。 

http://www.cseti.org/reports/joshuatree09pictures.htm 

 

註： これらの写真は，高解像度のコンピューター画面またはテレビ画面で見ると 

より鮮明です。 

 

 

 

http://www.cseti.org/reports/joshuatree09pictures.htm
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スティーブン・M・グリア，医師 

地球外知性体研究センター／公開プロジェクト 責任者 

 

CSETI（地球外知性体研究センター）は，1996 年から毎年ジョシュアツリー国立公園において，地

球外文明とのコンタクトを行なうための集中的なトレーニングを実践してきました。2009 年 11月 15日

から21日にかけて，CSETIのスタッフおよび国内外の研究者40人のグループが，公園の奥深い場所

で 6夜を過ごし，コンタクト・プロトコルを学び，実践しました。 

 

その 2009 年 11 月 17 日の深夜に，一連の驚くべき - そして歴史的な - 出来事が発生しました。

このとき，一人の地球外知性体（ET）がコンタクト・チームの数フィート以内に出現し，チームの主要

メンバーにより写真に撮られたのです。 

 

背景を少し述べます： 1996 年以来，私たちはジョシュアツリーにおいて，次第にレベルの高まるコンタ

クトを経験してきました。（CSETI コンタクト経験のすべてを網羅した新著，‘コンタクト： 転換へのカウ

ントダウン [Contact: Countdown to Transformation]’ を読まれたい。ジョシュアツリーにおける

多くの経験がその中に含まれている） 1996 年，ジョシュアツリーにおいて同様の調査活動を行なって

いたとき，とても巨大な円盤型 ET 宇宙機が 1 機，私たちの前に現れました。それは宇宙空間から急

速に降下し，地球に降り立ちました。この宇宙機は直径が 200 フィートを超え，底部が平で上部が先

細りの，ハーシーキスチョコレートによく似た形をしていました。その色はティールグリーン（深い青緑）でま

ばゆい光彩を放ち，完全には物質化していませんでしたが，とても鮮明ではっきりと見ることができました。

それが地球に接近したとき，周囲の砂漠はほんの一瞬昼間のように照らされました。それからその宇宙

機は，急速に地球に入ってきたのです。 

 

私たちは宇宙機が地球に入ってきた正確な位置を記録し，そこで 1996 以来コンタクトの調査活動を

行なってきました。そこは，ほぼ80万エーカーの広さを有するジョシュアツリー国立公園中心部のとても奥

まった場所です。 

 

ここは，あのオリオン信号（Orion Transmission）が受信された場所でもあります。CSETI のレーダ

ー探知機により記録された，一連の電磁信号があります。それは2007年に始まり，続いて2008年と

2009 年の調査活動中にも強い信号が受信されました。（オリオン信号の解釈と記録に関しては ‘コン

タクト： 転換へのカウントダウン’ および付録DVD を参照されたい） 

 

2009 年 11 月 17 日の夜に，一連の驚くべき出来事が発生しました。その場所に機器を設置すると

間もなく，あのオリオン信号が再び始まり，磁気探知機，トリフィールドメーター（電磁波測定器），

レーダー／レーザー探知機など，電磁気装置類は完全なロックオン（自動追跡）状態になりました。

休憩の間に，私たちの 1 グループはコンタクト・サイトを出て東に歩き，1996 年にあの ET宇宙機が地

球に入ってきた高地の砂漠平原に着きました。そこで私たちは，丸い宇宙機の形をした，奇妙なきらめ

く光体を目撃しました。それには柔らかでやや陰影のある，立って動いている複数の光体が見える部分

がありました。それが ET たちであることを私たちは知ったのです。突然，地面からレーザーに似た白く輝く

光が出現し，宇宙に向けて 45 度の角度で放射されました。このとき私たちは，これに続くコンタクトのた
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めの ‘誘導’ がすでに準備されていたことを知りました。 

 

しばらくして，私たちはコンタクト・サークルに戻るために引き返しました。すると突然，北の方角にエメラル

ドグリーンの輝きを持つ光の炸裂があり，公園全体を照らしました。見たところ，それは地面から出現し，

上方に向かったようでした。それは光の噴出のようであり，幾つかの見事な色へと変化しました： 金色，

ピンク，そしてマゼンタへ。この頃に，1 個の流星がユタ州で報告されていました。しかし，この光がその

流星に関係していたのか - あるいは偶然だったのか - は不明です。 

 

私たちがコンタクト・サークルに歩いて戻っているとき，私は 1 個の柔らかな白色の球体を目撃しました。

それは直径が約3インチで，私たちの行く手の北側約10ないし15フィートにありました。それは線形時

空に少しの間出現し，消えました。しかし，それは現れている間，グループに戻る私たちと一緒に移動

していました。 

 

私たちはグループに戻りましたが，グループの全員が北の方角にあった輝く光の炸裂について話していまし

た。私たちが秩序を回復し，再びコンタクト・サークルを形成しようとしたとき，何人かのメンバーが三人ま

たは四人の話し声を聞きました。それは，白いレーザー光と球体が目撃された，我々の戻り道の方角か

らでした。私には，一人の男性と二人または三人の女性の声がはっきりと聞こえました。その話し声は，

私の知っている言語ではなく，私たちのチーム・メンバーの誰もいない場所から聞こえていました！ 

 

この時点で，私たちはコンタクト・サークルのすぐそばに ET たちがいたことを知りました。時刻は午後

11:30 頃で，私は皆に席に着くように言っていました。レイブン・ナブルシィが，東の方角で私たちの椅

子の上方に浮かび，カメラを真っ直ぐに見ている ET の驚くべき写真を撮影したのは，このときでした。そ

の ET の写真を撮った前後にも，彼女は何枚かの写真を撮りましたが，それらはすべて真っ暗でした。 

 

私たちの調査活動に通じている人々は，ET 宇宙機および ET たちが次元移動により出現した複数の

報告を知っています。私たちは，このような遭遇を数え切れないほど多く経験してきましたが，私が知る

限り，ET が写真の中にこれほど完全に姿を現したのは初めてです。これは，UFO（未確認飛行物体）

／ET（地球外知性体）の主題にかかわる歴史において，最も重要な出来事の一つです。 

 

恒星間旅行の能力を持ついかなる文明も，当然ながら光速の壁を克服し，非物質化，再物質化，

遠隔移動，空中浮揚，そして最も重要なことですが，意識，思考と技術を接続させる科学をマスタ

ーしていなければならないでしょう。そのような科学は，人間による区画化された機密プロジェクトの中で

は広範囲に研究されていますが，大部分の人々には不可解に思えます。しかし，それらの科学は地球

外文明の基準では，むしろ当たり前のことなのです。 

 

確かに，恒星間旅行文明は，超光速旅行を行なう完全な技術，およびそれに関係するあらゆる技

術を持っている必要があります。彼らは，光速まで ‘加速’ してそれを通過するのではありません。その代

わり，彼らはとても進んだ物理学と電子技術を利用して共振場を発生させます。この共振場は，物体

または人体を超光速の領域へと容易に位相シフトさせ，次元移動が可能な状態にします。 
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人類にとっての最も近い類推は，空を飛ぶ明晰夢でしょう。その中では，微妙なアストラル体が肉体を

離脱し，‘夢’ の状態で空中を飛びます。しかし ET 技術の場合，このことが電子技術と工学技術を利

用して行なわれます。それは一種の電子技術を使ったアストラル体投影であると考えてもよいでしょう - 

きわめて信頼性が高く，よく制御され，かつ特定的です。 

 

CSETI はほぼ 20 年間，調査活動中に経験した ET 宇宙機および ET のそのような奇妙な出現の仕

方について報告してきました。しかし今回は，実際の ET が写真に撮られたのです。 

 

その写真の出所に疑わしい点はありません。レイブン・ナブルシィは，信頼できる年来の CSETI メンバー

です。加えて，彼女は2009年に，肉眼で見えなくても写真には撮らせてほしいと ETたちに頼んでいま

した。 

 

オリオン信号が始まり，地面から白いレーザー光が現れ，3 インチの球体が浮遊しながら私たちと一緒に

道を進み，ET たちの声が聞こえ - レイブンがこの写真を撮ったのは，このような出来事があった後のこ

とでした。 

 

下記にアクセスし，写真と計測結果の完全版を見られたい。 

http://www.cseti.org/reports/joshuatree09pictures.htm 

 

ET は，茂みの左側にある小さな球体から発している，光円錐の中に浮かんでいるのが分かるでしょう。

この球体は，まさしく私たちと一緒に道を進んだのが目撃されたあの球体であり，またこの写真が撮られ

る直前に ET の声が聞こえた場所に位置しています。 

 

この ET は，男性のように見えます。視覚を増強する一種のゴーグルを着け，とても大きな頭部を持ち，

額には隆起で区切られた窪み部分があります。髪の生え際，耳，目，口，顎がはっきりと見えます。

両腕，胴体，両脚が認められ，足にはブーツを履いています。彼は，私たちのコンタクト・サークを形成

している椅子の上方1または 2 フィートに浮遊しており，サークルのちょうど東-南東側にいます。大きさは

身長 3 ないし 5 フィートです。彼が前方に体を傾け，胴体と頭部をよじってカメラを真っ直ぐに見ているこ

とに留意してください。右足は体の後に曲げられています。 

 

撮影したデジタルカメラは，Fuji S7000の6メガピクセルで，ISO感度は400に設定されていました。

露光は 3.5 秒で，フラッシュも三脚も使用していません。カメラは手に持っていました。肉眼では，球体

も ET も見えませんでした。ET が，CSETI 宇宙大使コンタクト・イベントの期間中に敢えてこのような写

真撮影を許したことは驚くべきことであり，歴史的なことです。確かに，今は一つのクライマックスを迎えつ

つあり，そこではますます接近し親密さを増すコンタクトが，地球に関心を持つ ET 文明と主要な

CSETI 宇宙大使チームとの間で起きています。 

 

なぜ肉眼では見えなかったのにデジタルカメラには捉えられたのか，と訊ねるかもしれません。デジタルカメ

ラには，高品質の画像と高い光感度を得るために，CCD画像センサーが使われています。CCDセンサ

ーは，時々肉眼では見えない紫外線や他のスペクトルを捉えるのです。 

http://www.cseti.org/reports/joshuatree09pictures.htm
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何年もの間，私たちはコンタクト・サイトの周りで，異常な光の形，光の放出，きらめく光体群を目撃

してきました。そのとき ET または宇宙機が，突然に物質化し，また消失しているのかもしれません。 

 

これは，次のように考えれば理解することができます。すなわち，ET宇宙機は空中静止したまま，共振

場により光速（crossing point）を超える領域へと移行し，その物体（または ET）が線形時空と

相互作用を起こすときに生じる唯一の現象が，異常な電磁波，音，または微妙な光エネルギーの放

出である可能性があります。（Crossing Point の説明が下記にある） 

http://www.cseti.org/position/greer/crossingpoint.htm 

 

CSETI イベントの期間中に，私たちは何百回となく電磁場や磁場の流束が発生する現象（探知機で

測定される）を観測してきましたし，そのときには微妙なきらめく光の形が，コンタクト・グループの周りを

動いていました。しばしばチーム・メンバーたちは，このようなイベントの間に，物理的かつ触覚で容易に

分かる接触を経験してきました。しかし，そこに何がいるのかと目を向けると，観測されるのはただの希薄

な空気です。もしかすると，それに微妙な光の動きか，場の流束が伴っているのかもしれません。 

 

この写真を見てお分かりのように，手に持ったカメラを 3.5 秒間露光したにしては，そこにある球体に照

らされた椅子や茂みが，きわめて輪郭明瞭です。これは，この球体と ET がごく短時間，次元移動によ

り ‘滲み出た（bleed through）’ ことを示唆しています - その持続時間はおそらく 1 秒の何分の 1

かで，肉眼では目撃できなかったのでしょう。人間の目の光学系も，視神経および脳の神経系も，ごく

一瞬のフラッシュ光を別にして，このような出来事を検出することはできないでしょう。 

 

実際に，そのようなフラッシュ光，急激な磁場および電磁場の流束が，今回のイベント中に観測され，

記録されていました。 

 

恒星間旅行文明がどのようにして星々の間を移動するのか，また私たちの周囲に出現するのか，それを

理解するためには，従来の物理学と宇宙観を完全に再考する必要があります。超光速で行なわれる

旅行，交信，および相互作用を含む，次元移動の諸科学は，CSETI が中心的に取り組んでいる

分野であり，また CE-5（第 5 種接近遭遇）コンタクト・プロトコルの核心です。（CE-5 活動の説明

が下記にある） 

http://www.cseti.org/ce5.htm 

 

これは類推ですが，旧式ラジオを考えてください。あなたはダイヤルを回してラジオ周波数を上下させ，

様々な放送局を探します。ある周波数に合わせると，その放送局がはっきりと聞こえます。次に別の周

波数に上げると，また別の放送局がはっきりと聞こえます。しかし，異なる放送局間の周波数に合わせ

ると，幾つかの放送局が同時に聞こえますが，不明瞭です。 

 

同じように，ETの旅行，交信，相互作用に関係する進歩した物理学および電磁気科学は，完全に

光速の壁を越えてまったく目に見えないか，宇宙機もしくは ET が完全に物質化するか，または，今回

の場合のように，いうなれば放送局の間にあり，半ば物質化するのかもしれません。 

http://www.cseti.org/position/greer/crossingpoint.htm
http://www.cseti.org/ce5.htm
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従来の型にはまった科学者たちは，そのような考えをあざ笑うかもしれませんが，これらの概念は，私が

会ってきた機密情報機関や航空宇宙業界にいる人々により，真剣に考えられていることなのです。 

 

さらに言うなら，私たちには科学的な謙虚さというものが必要です： 遠く離れた銀河系または恒星系

から地球に到達する能力を持ついかなる文明も，当然ながら超光速，次元移動の科学をマスターして

います。そうだとすれば，彼らが人類の 21 世紀初頭の科学に甘んじている理由などあるでしょうか？ お

そらく，UFO および ET の主題にある困難さの一部は，何が可能なのかについての人類の意識を拡張

することです - 重層的次元の中で起きるコンタクト，そこは思考と機械装置が一体化し，可能性の限

界が天空も宇宙空間をも超え，人類の意識の最遠部に到達する世界です。 

 

 

 

（訳： 廣瀬 保雄） 
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Please post and circulate widely! 

Read this online at: http://www.cseti.org/reports/joshuatree09.htm 
 

 

CSETI Expedition Yields First Ever Photograph 
of an Extraterrestrial 

The shot was taken at Joshua Tree National Park in California, November 17, 2009, 
during a CSETI contact event overseen by Dr. Steven Greer. 

This photo graph offers extraordinary evidence of interstellar, transdimensional 
technology, and the efficacy of CSETI contact protocols. 
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Please go to: 
http://www.cseti.org/reports/joshuatree09pictures.htm 

for the Full Set of Photos and Measurements 

NOTE: These photos look much clearer when viewed on a High Definition 
computer screen or a High Definition TV screen. 

By 
Steven M. Greer, M.D. 

Director, CSETI and The Disclosure Project 

Each year since 1996, CSETI has conducted an intensive training event in Joshua 
Tree National Park to contact extraterrestrial civilizations. From November 15 
through 21, 2009, CSETI staff and a group of 40 national and international 
students spent six nights deep in the park, learning and practicing the contact 
protocols. 

Late the night of November 17, 2009 a series of remarkable--and historic--events 
transpired, including the visit of an extraterrestrial being within a few feet of the 
contact team, photographed by a senior team member. 

Some background: Since 1996 we have had an increasing level of contact in 
Joshua Tree. (See the new book "Contact: Countdown to Transformation" for 
a full history of CSETI contact experiences, including many at Joshua Tree.) In 
1996, while conducting a similar expedition in Joshua Tree, we were visited by a 
very large disc-shaped ET craft that descended quickly from space and merged into 
the earth. This craft was 200+ feet in diameter, flat on the bottom and rose to a 
tapered point, much like a Hershey's Kiss. It was teal green in color, sparkling and 
not fully materialized, but very brilliant and visible. As it approached the earth, the 
desert was illumined very briefly as if it were daytime, and the craft rapidly entered 
the earth. 

We noted the exact spot of entry, which is very deep in the center of the nearly 
800,000-acre Joshua Tree National Park, and have conducted our contact 
expeditions at that site since 1996. 

This site is also where the Orion Transmissions occurred. These are a series of 
electromagnetic signals downloaded via the CSETI radar detectors, which began in 
2007 and continued intensely during our 2008 and 2009 expeditions. (See 
"Contact: Countdown to Transformation" and accompanying DVD for 
interpretations and recordings of the transmissions.) 

On the night of November 17, 2009, a series of remarkable events transpired. 
Upon setting up at the site, The Orion Transmissions recurred, with full lock-on of 
electromagnetic devices, including magnetometers, tri-field meters and radar and 
laser detectors. During a break, a group of us walked east from our contact site out 
onto the high desert plain where the craft in 1996 had entered the earth. We 
observed a strange, scintillating light in the shape of a circular craft, associated 
with soft, nuanced areas of vertical moving lights which we knew to be ET beings. 
Suddenly, a brilliant white laser-like light emerged from the ground and shot into 
space at a 45-degree angle. At this point we knew a 'vector' had been set up for 
further contact. 

After some time, we turned to go back to the contact circle and suddenly there was 
an emerald green burst of light in the north, which illumined the entire park area. 
It appeared to emerge from the ground and go upwards, like a fountain of light, 
evolving through a number of beautiful colors: gold, pink, and magenta. Around 
this time, a meteor was reported over Utah, and it is not known if this light was 
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associated--or coincidental--with that meteor. 

As we walked back to the circle, I observed a soft white orb, about 3 inches in 
diameter, appear to the north of the path about 10-15 feet from us. It blipped into 
linear space/time briefly, then vanished, but while it was present it was moving 
with us back towards the group. 

We returned to the group, all of whom were remarking on the brilliant display of 
light in the north. As we re-established order and were about to re-form our circle, 
a number of team members heard 3 or 4 voices speaking, from the direction of the 
path where the white laser light and orb were observed. I distinctly heard 1 male 
and 2 or 3 female voices. These voices were not speaking a known language and 
were emanating from an area where no human team members were standing! 

At this point, we knew that there were ET beings very close to our contact circle. It 
was then, around 11:30 pm, as I was asking people to begin to be seated, that 
Raven Nabulsi took a remarkable photograph of an ET being floating above our 
chairs to the east, looking directly at the camera. She also took several photos 
before and after the one that showed the ET being, but all the other photos were 
completely black. 

Those who have followed our research are aware of reports of transdimensional 
manifestations of ET craft and beings. We have had countless such encounters, but 
to my knowledge this is the first time that an ET has manifested so completely in a 
photograph. It is one of the most historic events in the history of the UFO/ET 
subject. 

Any civilization capable of interstellar travel will have, by definition and 
requirement, transcended the light barrier and mastered the sciences that allow for 
dematerialization, re-materialization, teleportation, levitation and, most 
importantly, the interface between consciousness, thought and technology. Such 
sciences, while studied extensively within compartmented classified projects by 
humans, seem mysterious to most people. But they are rather common by 
extraterrestrial standards.  

Indeed, interstellar civilizations require full competency of faster-than-the-speed-
of-light travel, and with all that this implies. They do not 'speed up' to the speed of 
light and go through it, but instead, by using very advanced physics and 
electronics, create resonant frequency fields that allow for an object or person to 
easily phase shift beyond the speed of light into a form that is transdimensional. 

The closest analogy for humans would be the lucid flying dream, wherein the 
subtle, astral body leaves the physical body and flies in the 'dream' state. But in 
the case of ET technologies, this is accomplished electronically and technologically. 
Think of it as a type of electronic astral projection--highly reliable, well controlled 
and specific.  

For nearly 20 years, CSETI has reported on such strange manifestations of ET craft 
and beings during expeditions, but in this case, an actual ET being has been 
photographed. 

The provenance of the photograph is not in doubt. Raven Nabulsi is a long-
standing, trusted member of the CSETI team. Moreover, in 2009, she had asked 
the ETs to allow her to photograph them, even when not seen with the naked eye. 

It was at such a moment--after the Orion Transmissions began, after the white 
laser emerged from the earth, after the 3-inch orb floated up the path with us, 
after the ET voices were heard--that Raven took this picture.  
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See http://www.cseti.org/reports/joshuatree09pictures.htm 
for Full Set of Photos and Measurements 

 
NOTE: These photos look much clearer when viewed on a High Definition 

computer screen or a High Definition TV screen. 

You will note that the ET is suspended in a cone of light which is originating from a 
small orb to the left of the bush. This is precisely the orb that we had seen that 
followed us up the path, and is in the location where the ET voices were heard just 
before the photo was taken. 

The ET appears to be a male, wearing a type of vision augmenting goggles, with a 
very large head with an indented area demarked by ridges in the forehead. The 
hairline, ears, eyes, mouth and chin are clearly visible. Both arms can be 
discerned, as well as a torso and both legs, with boots on the feet. He is hovering a 
foot or two above the chairs that make up our contact circle, and is just east-
southeast of the circle. His size is estimated at 3-5 feet in height. Note that he is 
leaning forward, with his torso and head twisted to look directly at the camera. His 
right leg is bent behind him. 

The digital camera was a Fuji S7000 6-megapixel camera set on ISO 400, with an 
exposure of 3.5 seconds, WITHOUT flash or tripod. The camera was hand held. 
Neither the orb nor the ET being was seen with the naked eye. That he allowed 
himself to be so photographed during a CSETI Ambassador contact event is 
remarkable and historic. Indeed, a crescendo is being reached, where increasingly 
close and intimate contact is occurring between the ET civilizations concerned with 
Earth and the senior CSETI Ambassador team. 

It might be asked why nothing was seen with the naked eye, but was captured by 
the digital camera. CCD image sensors are used in digital cameras to provide high-
quality images and excellent light sensitivity. They can sometimes pick up 
ultraviolet and other spectra not visible to the naked eye. 

For years, we have observed unusual light forms, discharges of light and areas of 
scintillating light around the contact site. Then, suddenly, a being or craft may 
materialize and then vanish.  

This can be understood if one considers that, even when hovering, an ET spacecraft 
can be resonantly shifted beyond the crossing point of the speed of light, and the 
only manifestation of it may be unusual electromagnetic discharges, tones, or 
subtle light energy emissions as the object (or being) interacts with linear 
space/time. (See http://www.cseti.org/position/greer/crossingpoint.htm 
for an explanation of the Crossing Point.) 

Hundreds of times during CSETI events, we have observed electromagnetic and 
magnetic field flux events (measured by detectors) while subtle scintillating light 
forms move around the contact group. Not infrequently, members of the team 
have been physically and palpably touched during such events, but when they look 
to see what is there, only thin air is observed, perhaps with some subtle light 
movement or field fluxing.  

From observing this photograph, one can discern that, given the 3.5-second 
exposure with a handheld camera, the chairs and bushes are extremely crisp and 
clear while illuminated by the orb. This indicates a very brief 'bleed through' 
transdimensionally of this orb and ET being--the duration of which was most likely 
a fraction of a second, making observation with the naked eye unlikely. Neither the 
human eye's optics nor the neurological system in the optic nerve and brain would 
detect such an event, except perhaps as a very brief flash of light.  
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Indeed, such flashes of light and rapid fluxing of magnetic and electromagnetic 
fields were being observed and recorded during this time period. 

Understanding how interstellar civilizations travel among the stars, or may appear 
around us, requires a complete rethinking of conventional physics and cosmology. 
Transdimensional sciences that include transluminal (faster than the speed of light) 
travel, communications, and interactions are the specialty of CSETI and are at the 
core of the CE-5 contact protocols (See http://www.cseti.org/ce5.htm on the 
CE-5 Initiative.) 

By way of analogy, think of an old-fashioned radio, where you can turn a dial and 
go up and down the radio frequencies and find various stations. One might go to 
one frequency and hear a station clearly, and then go up the frequency scale to 
another level and hear another station clearly. But one might also be between 
distinct stations and hear both, or several, stations at once, but not clearly. 

Similarly, the advanced physics and electromagnetic sciences associated with ET 
travel, communications and interactions may be completely beyond the crossing 
point of light and not visible at all, or a craft or ET being may be fully materialized, 
or, in this case, quasi-materialized--between stations, if you will. 

While conventional scientists may scoff at such ideas, these concepts are taken 
seriously by those in the classified intelligence and aerospace community with 
whom I have met. 

Moreover, some scientific humility is required: Any civilization capable of reaching 
Earth from distant galaxies or star systems has, by definition, mastered 
transluminal and transdimensional sciences. And why would they limit themselves 
to early 21st century human sciences? Perhaps part of the challenge of the UFO 
and ET subject is to expand human awareness of what is possible--of contact in 
multiple dimensions, where thought and machine are one, and where the limit of 
what is possible exceeds even the sky and space, and reaches to the farthest limits 
of human consciousness. 
  

To Unsubscribe from this Email Updates list, please reply to this email and put
UNSUBSCRIBE in the Subject line. 
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Disclosure Project Web site: http://www.DisclosureProject.org 
Address: PO Box 5302 Charlottesville, VA 22905 USA or PO Box 4556, Largo MD 20775
USA 
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